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 ミクロン RIイメージングシステムによる鉄トレーサの観察を行った。分解能の改善を目的としたコリメ

ータ径の微細化、および比放射能向上溶液の使用による径縮小に伴う感度低下の抑制の効果を検証した結

果、分解能は約 200 µmとなったが被写界深度拡大による像の重なりが課題として残った。 

 

キーワード：RI イメージング，動態観察，食料問題 

 

1. 緒言 

 現在、人口増加に伴う食料問題が危惧されており、不良土壌地でも生育可能な植物の開発が望まれてい

る。植物細胞内での金属元素の代謝機構解明が重要なカギとなるため、我々の研究室ではピンホールカメ

ラの原理を用いた新たなイメージング技術を開発した。先行研究[1]では細胞の大きさ数～200 µmに比して

同システムの分解能は約 2000 µmとはるかに大きく、細胞レベルでの観察ができないことが課題の一つで

あった。そこで本稿では、分解能の向上を目的として、(1) コリメータ径の微細化による分解能の改善、(2) 

比放射能向上溶液を用いた径縮小による感度低下抑制、を行いその効果の検証を行った。 

2. 分解能向上のための方法と結果 

 (1) 従来、コリメータ孔はピンバイスとアクリル製ガイドを用いて手作業で開けられておりφ0.38 mmが

最小経だった。細胞レベルの観察にはφ0.1 mm以下のコリメータが必要である。超微細機械加工技術を用

いて作製したところ、先行研究[1]で使用していたφ1 mmと比べて約 10 分の 1のφ0.094 mmに縮小され、

分解能は 200 µmとなった。(2) 溶液の比放射能を向上させるには、溶液調整において元バイアル以外の溶

液量を減らすことが求められる。純水・NaOH ・FeCl3（担体溶液）・EDTAのうち、純水の使用を止め、高

濃度なNaOHを使用したことで比放射能は15.4倍まで向上した。図 1は鉄トレーサ分布画像の比較である。

比放射能向上によって(b) φ0.38 mmで鮮明な画像が得られた。(c) φ0.094 mm では分解能が 200 µmとな

り細胞レベルでの観察ができるようになったが、画像はぼ

やけており葉の輪郭は見て取れない。これはコリメータ径

が小さくなったことで被写界深度が深くなり、像の重なり

が起きたことが原因だと考えられる。また、径が面積比に

して約 100分の 1になったのに対し、比放射能は 15.4倍し

か向上していないため、単純にカウント数が減少したこと

も要因として考えられる。 
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図 1．鉄トレーサ分布画像． 

(a) φ1 mm. (b) φ0.38 mm. (c)φ0.094 mm. 
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